
1、乳軌櫨子牛の育成方式確立IZ関する試験（‡敏）  

－サイレージ育成と生尊貴ノ瓦の実証畑  

担当／考  高層怒「  雷琢治間  宮／り正大   
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脇和ヨβ年夜、生後J＝ヨ冬から占丁目令羞で．人工乳左利由し．′全乳を   

節婦し之育成と行し、、そ勿可推嬢を契証し・㌔ニ ヲ9年喪ぼモの彼の占ナ伺   

谷か、ら／∂ナ符合まで巧中朝育成を．盛年サイレージ髄辛味讃で・行い一 そ   

の可能櫨左検討し之．  
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え 鼓験ヰあ、よがま象区の穀定。露和う才筆動2侠屑した占ア田谷のぶノレス   

タイソ腹きヰ／’ぎ凰左．凝固希ヒして盈年少イレ」ジ給与のT区（g薮）   

ヒ、生啓治阜巧C庄（ア顧）は尽け．／♂ケ司令慮で、膏威レ、両区左比牒   

するとともほ、両区巧革帯を、′太ルスタイン正常私葡下礪偲ヒ比乳検討し   

た。  
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〔鮭】I．プ〉イ レーン、療工ン泉 ライ乗サイ レーじ左終与  

2．萬メIl作物感得刈ヒうもろこL．膏〆りロソ、－フ、イタリアンライブラ  

ス、才一すヤード7いラス、  

膏利テ才レント メソIレコ小一星給与  

j．濃葛飾斜ばノ粉砕大農、衷灰、アマニ滴類長路与  

曹刈作物ぼ埼琶の／β％左．エソシレーじぼ3∫殖星意準ヒして給与L．   

V尺仁間者頑準ほてらレて茶毘する購．隆介監護琴萄蘇で禰・った．  

4、曹壁．両区ヒも∠，占′グざの鹿務はり又容L、降雨軍曹の百朕外灯．プ、占ク曙   

カ＼セノ∫、クβ曙まご．一頭当り ／占、∫筋子の捏勧礪IZ布こ伺し花。領科給与   

好一日ヱ釘ヒし、亀7Kぱ邑動瘍での旬吋ノ軟水ヒした。  
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5、詣杏頂．百みよび玖l尾．  

（／Jづ本置打よびノ称各部位の別記し為・冒／占g）  

（ヱ」飼料の紬卑澄、複願亀、倒輯費。・  

（J）ノ鍔帝釈債分登の昇叙ぐ（喋合名l之よる〕  

（4J硬球水ノレモンJこよる菟情温色。  

（ゴ）コハムリ ング】之よ息徐飛効果  

（試験産額〕  
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オ8置．発育布教ヒ匂丁区の  

方がC直に比し最輯で、．正  

縛登竜億ヒの比≡際でめ丁巨  

ば停車．解団ぐ、之れを土澤  

つく」、亀が、C区でば発言  

下府慣iZ垣」てししなかつ竃。   

天外貌上の観察モ、㊤．蔓  

っ、、や例題の認宵、将官虔尊  

∈、C区ノ乙止L夜昭日暮青色  
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ー．簸え 平将／頭の発育積数ろ、よが増加牒  
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でやや、残ノ珂が争かっ温ダト虔賃ご召J網熱線与のC医ヒ大淫ぼかっ乏♂   

磨与計画上の必尊家展各IZ封甘る喫成果啓介の嘗・～合ば、PこPた－撒き   

⊂区の方が老千草くばってぃ礼 償軍凍漆ノかがタUわリlヱ発育がT茎に   

孝∵フてし＼る乙ヒば、磨ノり作三切の明夜脾痢勿生者孝の何畳ほよる応畷の本   

尊宛、又計償上の賞該県展命ヒ巽解一ヱ乳牛が虞奴Lた斌悉命の＜いろが   

L＼が1帝国の一つと考えられる。又丁度ほ給与Lた工ンンレーじ⑦好墳ば   

者辞）のとおりで夜風口彰のとばし＼えぷかっ針が各節を通しく讃た嘩蜜者   
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（泣）屈碑咋野望額奄鰭尿  

¢賓疾ぼ礎疾し白〃＼った。なみ原索のエソンレーび承り起しの贋の森厳■   

捏圧L柑ついてJ㌢多少問題が布るが、多国の試験ぐばβ 写 すイロI之債権   

電窃取ソーダ∫ク♂（′官尊を）曙関L．靡り要L横領帝Jヱ政市ビニー′レ   

く・薇濁すろ乙とにより窟銀星終止L碍な。（サイロ密度〃研／日の解出   

し漉さ／∫一己の1）  

阜額斡項、全1射き盈じ、T区ぼ4P57〈ク 阿C区d4C）ヱヱ？円で、？タ〃′   

門多＜一撃してし＼るが、これ首丁区のエソシレ〔ジ給与笹左体型の3．タ9る  

J乙おエえ迄乙ヒlヱより育て絡孝が、c区よリイ督し、ために出危渡モ萄る．これ   

ほぅき草薮の占ナ用命まで巧習称賛．／g・r戸レ冬からズ4r用命立て・ら   

新宿覆（推計）．飼育埼倒票．直接有期攻，償呵萄．およが（以上ヨク．   

ヲ♂．年賽畜産物生醒変調埜よじ）音譜債と加え、副産物収入（膏（ヒ珂り   

を差引し、た欝一輝生産費喜成鹿渡定すると、ブク9g♂円～／ク∫9♂♂再ヒ足   

る一 ノ争乙ニモ直ち】乙後杯墟と次数するのl言∵ノささム＼経験て・ろるが．堅入  

・キの撃破牽と自家旬宛午の箕箕のイ暴潜頗ヒを角慮すれl訂■盈ちほ経本峠ま   
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4 舜悠長山王ソによる発備規正り初発堵は雨風ヒもやや唾く、丁庄：モ・′3．   

Z十月C白二く■／3．ざ 丁再であった。発情過腐句婁定L倦めた4ク年之官   

爵催水ノレ已ンによる発確足正（密華二 百馬留農学食費牽4β、弘）左行っ   
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＿牛 は 焚 ノ：室 賀曙堆埼l乙本尊試魔左賢し、療閏牽の堵乱 鱗雲膚新濠  
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．ク  テク  ア♂  ？ク  デク  ヂ∂  ＋十十  7∫  ヂク   
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顔綱要   ‘フ   ∠〉   ク  jよタ  ′ク4／  ク   ∂  」ク  （〉   

好例牽  出 Jク  ク   ∠l  ガイ  ／′∠  ∠〉   lク  ク  ∠）  

′ヲナ宵冬、／∠ナ首冬で葱壱 し包／／頭ぼ．／宅l乙比べてオ誓既ば   

ばる〃＼ほ少なく尊名後家椅間で・正確㌧Z廃っ屯．しかしコ・、ムリ／ブの圧迫   

力虜く／．回の壌着否虜金成産Lなも巧は～2京平／ク茶や、ゴ4頃の河  

東¢也費がある．なおゴ■Aリソブ額名中萄く憩った帝偲郡よク節度し大   

嚢虫血孟夏た／倒があった。  

r専 栂〕  

／ 水ノレスダイソぼ子羊／∫頂を盈＿卑サイし－げ葛城亘と香草葛城区上之わ  

サ ∠ナ官命から／∂ナ田谷去で、育東し折区を比敢するヒヒ竜1Z、有）レ  

スダイソ正格菟貴下掛値互対象ヒして南京の虜青畳額常レ危。   

ズ、／タブ鍔今の箆育て・ぼ風発サイレーゾ宮城包が名手飯館守、正常発奮   

聴ほ対してやサイレージ区ばやや上麗り、看ぎ区はやや下直ってし、た作動  

j 飼科賓ばサイレーび区〃ダ√クク打 者賓左4∂アスタ円ヒなり，生後よナ胃  

まごの飼有頭左〃甘え 育成殻左一匪雷魚足すると昇一次生産蜃ヒ して、サ  

イレージ区／ク〃．9♂♂将／、／クエタβク町有垂直押タ♂ク円～9／デg∂円ヒなった。   

ヰ．初発嗜は両区ともやや喧．く、サイレージ至言で、／3．ズナ官命、罵草区で、．  

／3．∫ ケ紆ノ争ヒなってし∧る．  

なお清耳民法ほよる発嗜現削ごば．／ヱ頭左対象としノク顔が∫日の   

喝礪吋ほ一本倦腐しを。しかレ資紹率す∫ク％で・衣條冴、っ花労の年次牒憎   

膚が櫓／櫨圃粛啓壇L ためのがあっ危．   

5． 一顧タト鍵で・ぱサイ レージ区の万が催頑d出来た瓜 偽のし産りがやや  

爵く、痘肥の傾向が見られ侵。   

∠．コいムリンデの礫豹を試み丘が7丁目冬のものでぼ影響が大きく、姥富   

まで菟膏の停滞が見られ危。しかレノきナ弓谷ユく頒の匂のモぼ霧ど彩噂  

鼓なかっ危。   

7 サイレージ以外の僻ノ斡の絶息、発幡発頭層l乙老子喝隠首あるが、琶豪   

君域き人工乳十遺草サイレージ給与体系で、行う乙ヒは可膏∈ヒ周えられる。   

（乱打雌各千の老成オズ確立IZ喝す為試乗（Ⅱ敬）〃ク．まヲ／参観〕  
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